
調査ホワイトペーパー

2022年5月22日に適性検査で国内初、人的資本経営の「ジョブ型」と「ウェルビーイング」の実現に直結し

採用選考場面での企業と志望者の視点のずれに関する調査

①求職者は「ビジネスマインド」や「働き方志向」を選考で見てほしいが見られていない
②求職者は採用面接で待遇と共に「働き方への志向」を話題にしてほしいがされていない
→ビジネスマインド(ベーススキル)・働き方の志向の把握と選考への活用が必要であり有効

● 職種別に「ビジネスマインド適性/不適性」が把握できる「Value CHART（バリューチャート）」
● 働き方とキャリア志向を詳細把握し、選考を行いつつ志望度を上げる「I-chart（アイチャート）」

という全く新しい２つの適性検査をリリースした人間能力開発機構は、下記の調査を行いました。

調査結果エグゼクティブサマリ

①求職者は「ビジネスマインド」や「働き方志向」を選考で見てほしいが見られていない

「入社選考に当たって見てほしい度合いの高い能力・志向（見られた中で見てほしい量の占める割合）」と
して「ビジネスマインド(ベーススキル)」や「働き方への志向」の割合が高い結果となりました。

しかしながら「実際に見られた能力・志向」では、経歴情報等がほとんどで期待と実際が大きくずれてい
る結果となりました。こうした能力や志向を選考に用いることで求職者の期待と合致し、志望度を向上させ
ることもできるものと考えられます。

②求職者は採用面接で待遇と共に「働き方への志向」を話題にしてほしいがされていない

求職者が「採用面接で話題にしたい度合いの高い話題（話題になった中で話題にしてほしい割合）」は
「賃金・待遇」の次に「働き方やキャリアへの志向」の項目が多くを占めていました。

しかしながらこれらは実際には話題になっていないという結果となりました。こうした志向を把握して採用
面接で活用することで、企業への志望度やエンゲージメントを大きく向上させられるものと考えられます。

入社選考に当たって見てほしい度合いの上
位は全て「ビジネスマインド（ベーススキ
ル）」か「働き方の志向」（赤字で表示）
であり、かつほとんど「見られていない」
という印象（青線が「選考で見られた能
力・属性・志向」を表す）を持っている

面接で話題にしてほしい度合
いは、待遇（青字）の他は上
位は全部が「働き方の志向
（どのように働きたいか・ど
ういう風土が良いか）」

採用選考で
見てほしい属性と
実際に見られた属性

採用面接で
話題にしてほしい内容と
実際の話題
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